20130616　1部礼拝
涙のポイント（ルカ23:26-31）
　今、牧師の指示によって、自分は幸い、他の人も幸いとおっしゃいましたけれども、本当に皆さんは幸せですか。あるいは、幸せではなく不幸でしょうか。どちらでしょうか。もし皆さんが今幸せならばなぜ幸せでしょうか。なぜ自分は幸せだと思っているのでしょうか。そうではない場合は、なぜ今自分は幸せではないと思っているのでしょうか。それには自分なりのそれぞれ幸せの理解、基準というものがあるからではないでしょうか。なにが幸せなのか。幸せをどのように理解しているのかによって、その人の喜び、悲しみのポイントも変わるし、それを別の言葉で申し上げると涙の色、ポイントも変わってくるようになるということです。今日、イエス様はいよいよ死刑を宣告され、十字架を背負われ死刑の場所に移動するようになりました。そのときにイエス様はもう衰弱されていて十字架を背負うような体力がなかったので、田舎から来ていたシモントいうクレネ人に代わりに十字架を負わせてイエスの後ろから十字架を運ばせていたと書いてあります。その光景はとても悲しくて悲惨な、また見ることができないような光景だったということがうかがえると思います。そして、その後ろから今までイエス様に従っていた大勢の群集、特に女たちが泣きながらイエス様の後ろについていくようになっていました。今までイエス様に従っていた人だったので、今のイエス様の姿、光景を見て泣くというのは普通に考えると当たり前かもしれません。彼女たちはイエス様が十字架にかけられることがとてもとても悲しいことでした。それである意味当然ながら泣いていました。その彼女たちに向かってイエス様がおっしゃった言葉です。「エルサレムの娘たち。わたしのことで泣いてはいけない」。今あなたがたが泣いているのは理解はできるが、その涙は要りません。もうちょっとしっかり考えなさい。今までイエス様のお話を聞いてイエス様がなんのために地上に来られて、イエス様がどのような方だったのかがはっきりと分かって見とおしていれば涙のポイントは変わるだろうという意味です。イエス様のことを心配して気にかけていることに何かを言っているわけではありません。そして、「今あなたがたが流している涙、その涙の場所を変えなさい。涙のポイントを変えなさい。むしろ自分自身と、自分の子どもたちのことのために泣きなさい」とおっしゃいました。もっと分かりやすい言葉で言うと、今泣く場合ではない、これからなたがたの民族、ユダヤ人、あなたがたを含めてあなたがたの子孫、子どもたちがどのようなことになるのか、それがもし分かっていれば涙のポイントは変わるだろう。それでしばらく経ちますと、『不妊の女、子を産んだことのない胎、飲ませたことのない乳房は、幸いだ。』と言う日が来ます。生まれていない方がましだと言うほど、ものすごく辛くて苦しいとき、滅びのときが来ます。どこにでしょうか。あなたがたとあなたがたの子孫たちに、神の選ばれたと自負していたイスラエル、ユダヤ人、ユダヤの民族にそのような滅びの日が来ます。そして、その日はあまりにも辛くて「山にむかっては、『われわれの上に倒れかかってくれ』と叫ぶほど、そちらの方がましで、早く死んだほうがましだと叫ぶほど、ものすごく辛いときが来るということをおっしゃっています。ですから、そのことを泣きなさい。そのことを気にかけなさい。そのことを心配しなさいとおっしゃっているのです。なにが本当の幸せなのか、なにが本当の意味で不幸なのかということを正しく理解できるのであれば、涙のポイントは変わるということです。私たちはついついクリスチャンでありながらも常識、今までのパターン、理論などによって動かされるような傾向があります。でも、そうしていくと必ず間違ったとことに行くようになります。イエス様もおっしゃいました。新しいぶどう酒は新しい袋に入れないといけないと。イエス・キリストを中心にしてすべてが変わっています。だから、涙のポイントも昔のようなものではありません。なぜあなたがたは今イエス様の十字架を見ながら涙を流して泣いているのかというと、本当の幸せと本当の不幸、なにが本当の喜びで、なにが本当の滅びなのか、なにがうれしいことでなにが悲しいことなのかがまだよく分かっていないからではないのかというお話です。
　今日、礼拝を捧げている兄弟姉妹の皆さんはイエス様がおっしゃっている、聖書が私たちに教えている人間の本当の幸せは何なのか、反対になにが本当の不幸なのかということを正しく理解していただきたいと思います。多くの人が自分なりにいろいろな基準をもってこうなれば幸せで、こうならないから不幸だと思っています。たとえば、一番代表的なケースが、たくさん所有すれば、金持ちになれば、裕福になれば幸せだと思っています。そうでないと不幸だと思っています。でも、本当にそうなのでしょうか。人間、人生とはそんなに単純で簡単なものでしょうか。少しだけでも皆さんの人生をふり返って、今現在も世の中のいろいろなニュースを見ながらもう少し勉強すれば、振り向いて過去の歴史をたどっていきますと豊かであれば幸せでしょうか。そうではないから不幸せでしょうか。そのようなことが人間の幸福を左右するようなものではないということが明らかにされるはずです。それにもかかわらず残念なのはイエス様の御名を呼んでいるクリスチャンの方々が幸せがなにか、その基準が昔のままです。目に見えるもの、肉体的な基準をもって幸せを測っているのでそこから自由にならないといけません。神様の恵みによって救われたにもかかわらず、ずっと本音の方での幸せの部分はずっと昔のままでそこに捕らわれています。それで神様の新しい祝福が用意されているにもかかわらず、そちらのほうに突き進むことを邪魔されることが多いのです。なにも問題がなくて順風満帆に進んで行けば財産がそんなに無くてもそれで幸せではないのかという考え方もあります。もちろん、それも悪くはありません。でも、人生とはなにもなくて順風満帆というのはありえないし、もし形がそうであってもそこに本当の幸せがあるのでしょうか。私はたくさん見ました。表面的に順風満帆、なにも不自由がないと思っている人が自殺するケースがたくさんあります。ある人は社会的地位があり他の人に尊敬され、ある程度レベルを保つようになればそれで幸せではないかと思います本当でしょうか、エリートは幸せでしょうか。エリートの方に精神的な問題がより多い、その問題もより複雑です。なにも問題が起きないはずがないでしょうが、たとえそうであったとしても心の内側に説明できない虚しさや、空っぽの埋められない穴はなにも問題が起きないから埋められるわけではありません。人間はそういうものではありません。世の中の人々、多くの人が自分なりに幸せと思っていること、それが本当に幸せでしょうか。でも、人間がなんなのか、人生というのはいったいどうなっているのかという根本のことが分かっていれば、そのように簡単にそれによって幸せ、不幸といは言えないと思います。人間というものは聖書だけが教えていますが、単に満腹になれば、着るものがあればそれで幸せになるような存在ではありません。聖書は迷いなく私たちに教えています。人は神様によって神のかたちにつくられた者です。たましいのある霊的な存在なので、神様がともにおられることによって人は真の幸せがなにか分かるようになります。人間というものはそういうものです。それなのに、人間は目に見えない悪魔、サタンというものにだまされて、神様に罪を犯して神様を失い神から離れてしまいました。根本の根っこの方から幸せを奪い取られてしまったのです。まるで魚が水から出てしまったのと同じように。ある哲学者が言っていたように、人間の心には絶対に他のなにかでは埋められない大きな穴が空いている、そのような状態になりました。それは豊かさ、知識、レベル、地位、人の愛情、同情などでは埋められないものです。人間はそのような状態になりました。残念ながら形がどうであれその人の人柄や品性、人格、教養のレベルがどうなのかなどと関係なく、神を失った結果、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるような存在です。だれがでしょうか。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。ひとりも例外がありません。すべての人です。問題は人生の根本にこのような解決することができない霊的な問題を抱えている限り、なにがどう変わろうが、それが良いか悪いか、必要なのかどうなのかと関係なく。人の幸せをもたらすことにはなりません。人の本物の幸せとは関係ありません。ものすごく重いおもりに縛られてプールの底の方に落ちてしまった。そのおもりが解き放たれない限りはなにがどう変わろうがその人の人生は根本的に変わりません。それなのに、この人の人生の根本的な本当の問題、霊的な問題がよく分かっていないので多くの人が、「これが幸せだ、こうすれば幸せだ、これが無いから私は悲しい。不幸だ」といろいろなことによってその人に人生が振り回されるようになるのです。でも、人の問題が本当に分かれば、人が神のかたちである尊い霊的な存在であることが本当に分かれば、人間の幸せはその罪によって神から離れ生まれながら不幸であり、どうにもならない滅びの運命の力に捕らわれ、結局そのまま死にますと永遠の地獄に落ちる運命に捕らわれているのです。そのおもりに縛られています。その状態ではなにがどう変わろうが幸せ云々とは言えない状態です。ですから、これが分かれば人間の本当の幸せはその運命から解放されることこそが幸せです。今、おもりのように絶対逃げ出すことができない、人の人生を捕えて放してくれない悪魔のしわざ、罪の裁き、地獄の運命から自由になって救い出されることこそが幸せです。息をしていて自由なときに、「これもおいしい。このパンよりはあっちのデザートの方がおいしい」といろいろなことが言えるかもしれません。でも、鼻をつまんで息ができない、息が苦しくなっている状態では何もかも考えることができません。幸せ、良い悪いというのが一切通じません。それは息をしているからこそ言えるものだった。息がつまると今までの正論というものが一切通用しなくなってしまうとわかります。そのときに人の幸せは今つまんでいる手を放すことです。そして、しっかり息ができるようになることが幸せだと分かるようになります。人の問題はそういうことです。分かっていません。

ですから、本当の幸せはどうにもならない罪が赦されることであり、罪によって願ってもないのに悪魔のしわざに捕らわれ滅びの運命、地獄の勢力に捕らわれて生きるしかないその運命の力から救い出されて解放されることです。つまり、罪と死の原理から解放されることこそが本当の幸せです。そして、その結果、今まで奪われ離れていて絶対に会うことも知ることも礼拝することもできなかった、本物の祝福が全部断たれてしまった真の創造の神様と出会って、その神様と再会し神様がともにおられるようになること、その神に愛され神に守られることこそが幸せです。このようなことを全部まとめて聖書は救いと言います。つまり、人の事情が本当に分かれば人間にとって本当の幸せは救われることです。ただ救いという言葉の問題ではなく、聖書が言っている救い、神様と出会い、今まで知らないうちに捕らわれていたどうにもならない罪、滅びの運命から、罪と死の原理から解放されること、それを救いと言います。皆さん、救われたにもかかわらず皆さんの頭の中でそのような理解がなくて、それが欠けているので救われたクリスチャンが皆勝利するはずなのにだまされます。そこをぜひ変えてください。幸せ、不幸。なにが幸せでしょうか。救われることが幸せです。宝くじに当たることが幸せではなく、ものすごく優しい旦那さんに出会うことが幸せではなく、子どもが出世することが幸せではなく、おもりのまま出世するとしてもそれがどうして幸せと言えるのでしょうか。幸せは救われることです。神様と出会うことです。どうにもならない滅びの運命から解放されることです。そのためにそれが私たちには方法、道がないので神様は最初から幸せへの道を約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く、イエス・キリストがその幸せのために私たちの罪と滅びの運命を無くすために今十字架にかけられるところです。十字架で血を流されて、どうにもならない人生の絶対に幸せになることができないように私たちを縛っているおもりを完璧に処理するためにイエス・キリストが十字架で尊い血を流されました。そのイエス・キリストがよみがえられて「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われる。疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」とおっしゃっています。なるほどこのイエス・キリストこそが救いの唯一の道だと心から思うようになることが恵みです。そのような気持ちになることをイエス様の言葉によりますと「心の貧しい者」と言います。聖書ははっきりと言っています。パリサイ人、ユダヤ人は律法をしっかり守ることが幸せ、またパリサイ人になって宗教的に徹底している者は幸せな者。特にイエス様がよくおっしゃっているのはパリサイ人はお金がとても好きな人間だとよく言われています。お金をたくさん手に入れられれば幸せ、周りの人からたくさん尊敬されれば幸せと思っている社会、文化の中で、それを全部ひっくり返して心の貧しい者は幸いです。イエス・キリストが救い主です。それを信じる気持ち、心を持つ者が幸いです。天の御国がその人のものだからです。その人は救われます。

つまり、人間の本当に幸せはイエス・キリストを信じるところから始まります。逆に言いますとイエス・キリストを信じていない、イエス・キリストを拒む場合は、キリストによって助かる、その滅びの運命、すべての災い、裁きがそのままその人の人生に残ってその人に襲いかかるようになるということです。お金があろうが無かろうが関係ありません。その人が博士の学位を持っているのか、小学校しか出ていないのかなどとは関係なく、キリスト、イエスによってのみ助かる滅びの運命が災いとなってその人の人生に降りかかってくるということで、それを不幸と言います。覚えていてください。イエス・キリストこそが幸せと不幸の分かれ目であり基準です。この幸せと不幸がなにか分かれば、そのときから涙のポイントが変わります。それが本当に分かれば今イエス様は私たちの幸せのために十字架に身代わりとしてかかるところなので、逆に申し訳ないけれども「感謝、ハレルヤ」と言いながらイエス・キリストの御名を呼ぶようになるでしょう。それが泣く課題ではないのか。涙のポイント、色、カラーが変わることによって、救われたクリスチャンの私たちがこれから具体的に実際的に勝利のお証しを見ていくようになるということです。神様の恵みによって私たちは心が貧しいものになり聖霊の働きによって皆さんの心の中で「なるほど。今まで幸せだと思っていた、求めていたものが幸せではなかったのだね。人生そんなに簡単な話ではないのだね。イエス・キリストによって救われないといけないのではないか。人間は犬や猫と違って神がともにおられ、その神に祝福されることこそが幸せではないのか」となってイエス・キリストを救い主として皆さんの心に信じて受け入れるようになったでしょう。それがすべて神様の恵みです。神様が皆さんを条件なしで愛していらっしゃるからそのようになりました。問題はそうなったのであれば、せっかくクリスチャンになったのにこれから具体的、実際的に勝利してお証しを見るようにしないといけないでしょう。そのポイントはそのことをしっかり心に感謝して涙のポイントを変えていくことです。私のために泣くのではなく、あなたとあなたの子どもたちのために、これからイスラエルに降りかかる災いのことを考えながら見ながら泣きなさいということです。涙のポイントが変わるようになります。イエス様が愛していたラザロという人が死んだときにその墓場の方に行かれました。そこでイエス様が怒りがこみ上げ涙をこぼしたことがあります。それで周りの人々は「ラザロをとても開いていらっしゃったのだろう。だから、ラザロが死んでいるのを見て悲しんで涙を流している」と皆思っていました。そこでイエス様はより怒りを覚えられていました。イエス様の涙はそうではありません。イエスはその死の力を打ち破って勝利された真の救い主、メシヤなのに、そのメシヤ、キリスト、イエスのことを分かっていないし、目の前にいらっしゃるにもかかわらずまったく気づかないで信じていないことに対して涙を流していらっしゃいました。涙のポイントはイエス・キリストを中心にして変わります。なにが私たちの悲しむべきことでしょうか。なにが私たちが喜ぶべきことでしょうか。どこが涙を流すべきところでしょうか。そこを変えるべきです。イエス様はあるときエルサレムの都を見ながら涙を流されました。なぜでしょうか。今まで神様に選ばれて、神の奇跡と神様の愛の御手によってここまで導かれてきたにもかかわらず、世界中、イスラエルのように神の奇跡と神の愛の御手を経験した民族はどこにあるのでしょうかと聖書に書いてあります。それにもかかわらず、イエス・キリストを拒んでしまいました。彼らはイエス・キリストを十字架につける者になってしまいました。
それがイエス様を悲しいわけです。イエスを拒むと、イエスを信じないと、その結果どうなるのかがだれよりもよく分かっていらっしゃったので、それこそが悲しいことであり、それこそが涙の理由なのです。エレミヤも涙の預言者とニックネームがつくほどのものでした。エレミヤも自分の民族のために泣きました。その涙の理由はイスラエルの民族が神様に選ばれて祝福されているにもかかわらず、偶像崇拝にずっと走りつつ、結局はキリストが来られるという最高の祝福の契約からまったく離れて遠ざかってしまって、その結果どうなるのかわかっているからです。今は何もないと思って皆勘違いしているのでしょうが、イエスから離れてイエスを拒むと必ずどんな災いの結果になるのかが、サタンに踏みにじられるということがよくよく分かっていらっしゃるのです。それはお金でも防げません。知識でも宗教でも頑張りでも愛情でも正義を持って頑張ってもイエス以外にはその災いは止めることができません。だから、イエスを忘れてイエスを離れることが悲しくてそれが涙の理由でした。パウロの涙も同じです。パウロは伝道をしていくうちにときには石を投げられたり、刑務所に入れられたり、鞭に打たれたりすることがありました。そのためにパウロは泣いたことがありません。もちろん、叩かれると痛いから物理的に涙が出るという涙はあったでしょう。そうではなく、パウロは自分がどうなるのか、自分の状況、状態が悪い、苦しい方向に行くのかどうかなどは涙の理由ではありません。でも、私たちはクリスチャンでありながらも涙のポイントがほとんどそういうところにあるのではないでしょうか。パウロはそうではなくてユダヤ人の会堂を巡りながら福音を伝えると、ユダヤ人、自分の同胞がこの真の唯一の救いの福音を拒んで石を投げつけるのです。そうすると、このイスラエルの民族がどうなるのか分かっているから、その結果、2000年近く全世界に散らばってあらゆる迫害にあり、今はしばらく戻っていますが彼らはいまだに勘違いしています。イエスを拒む民族のことがかわいそうで悲しくて涙を流していました。「私の同胞が福音の祝福に預かることであれば私は自分のいのちも惜しまない」と告白していました。それがパウロの涙のポイントです。なにが私たちの悲しみであり、なにが皆さんの喜びでしょうか。なにのために、なにが理由で泣いていらっしゃるのでしょうか。もしかしたら幸せと不幸に対しての理解がいまだキリスト、イエスを中心にしたものではなくて古きのままなのでそうしていらっしゃるのではないでしょうか。それは振り回されている真っ最中です。それはだまされていることです。皆さんが泣いていることはイエス様のお言葉によりますと本当は泣くべきことではありません。皆さんが心配していることがあるとしたら、それはもしかしてまったく心配に値しないことかもしれません。イエス様が最後にもおっしゃいました。「うちの国が今植民地なのですがどうしましょう」「それはあなたがたは気にしなくてもよい。それはあなたがたが気にして心配するような悲しむべき内容ではありません。あなたがたがイエス・キリストによってそれと関係ない神の国の民、素晴らしい天国の民であり世界を変えることができるクリスチャンであることをよく分かっていない、それを忘れているということが逆に心配ではないのか」とおっしゃいました。涙のポイントを変えることが神の奇跡と答えを見る一番の早道です。
　この涙の様々な内容を考えるとこのようにまとめられるでしょう。クリスチャンが持つべき涙、涙のポイントというのは他にありません。自分自身にどんな問題が起きたのか。病気になったのか。あるいは家族がどうなったのか。昇進したのか大学に受かったのか落ちたのか就職が決まったのかどうか、人に裏切られたのか無視されたのか認められたのかなどが涙のポイントだったでしょうがそれを変えるべきです。そうではなくて、その中で私がキリスト、イエスを信じてそういうこととまったく関係なく幸せな者であり、それらが私の幸せを奪い取ることができない永遠のいのちを持っている者で、私はそれらに構わないで神の導きによって神様を喜び、神の民としてやるべきことがある者だと忘れていることが涙のポイントです。皆さんが過ちを犯した、それもある意味涙のポイントではありません。過ちを犯してずっとダウンしてしまう、つまり、キリスト・イエスを忘れてイエス・キリストの祝福を味わうことが遠ざかってしまうその自分を悲しむべきです。それがクリスチャンにとっては涙のポイントです。その涙のポイント、色が変わらなければなりません。いつもポイントが違うところに縛られているので見えません。見えないと進めません。今日の礼拝をとおして、皆さんの涙の色、理由を本当に吟味してみていただきたいと思います。
　それから、その涙を持っている人は涙のポイントが変わります。自分のなにかではなく、現場に向かって現場を見ながら泣くようになります。現場は神を離れてイエス・キリストを知らないで滅びの災いがそのまま襲いかかっているところです。それによって彼らがどのようにさまよいつつ苦しんでいるのかということが本当に目に入ったのならば、偶像にまみれて偶像が文化だと勘違いしてそれにぎゅっと捕らわれて一歩も出ることができない、しかも長年根を下ろしていて、そこから足を抜くことできないような状態の現場を見ながら、その結果、家庭ごとに精神的、霊的に様々などうにもならない問題、トラブルを抱えている日本中の現場、現場を見ながら、イエス・キリストがないから、神から離れているから、そこが涙のポイントです。彼らにイエス・キリストが伝えられるべきなのにと。もしそうでない涙であれば神様からご覧になりますと、それはクリスチャンとしておかしな涙です。私たちの涙は自分自身に対しては他のポイントを全部変えて、キリスト・イエスを忘れて、キリスト・イエスの祝福、イエス・キリストの中にある自分の幸せのアイデンティティなどを忘れていることを涙のポイントにしなければなりません。つまり、一言で申し上げると涙のポイントを変えるというのは、皆さんがあらゆることがあってもそれにだまされないことです。振り回されないことです。

この涙のポイントが変わった人は自分の残りの生涯をもって使命の決断に走るようになるでしょう。これが特別なことではなく当たり前な結果です。なるほど、幸せが何なのか、不幸が何なのか本当に分かっていれば今まで泣いていたことが恥ずかしくなるでしょう。泣くべきことではありません。だまされていることです。涙のポイントを変えましょう。そうすると人が自由になり、余裕ある者になり、素敵なものに変わります。何ものにも捕らわれないで自由な身になってキリストの中にある真の自由を味わうものになり、何ものにも引っかかることのない者になります。キリストはすべてです。「キリストを私が内側に持っている。これで十分でそのあとは病気でも健康でもどうなっても私はかまいません」というのがクリスチャンです。それを忘れていてまた余計な事で涙を流したことが恥ずかしくて、それを後悔することがクリスチャンの涙です。それほど皆さんは祝福された者です。キリストは皆さんを他の条件をすべて排除して十分、あふれんばかりの祝福を与えることができる方です。キリストに魅了されるようにならないといけません。キリスト一点に絞られないといけません。そこですべての決着をつけないといけません。そこが勝負です。それプラス何かというのはありません。でも、クリスチャンのほとんどは「キリスト」プラス自分の野望やなにがあるのでいつまで経ってもそこに奴隷になってしまいます。関係ありません。刑務所の中に入っても外側にいてもどうなっても構いません。それが自由です。なぜでしょうか。キリストがいらっしゃるから、神がともにおられるから、神が私の人生に計画をもって人生を導いていらっしゃるわけですから。だから、涙のポイントを変えてだまされないようにしましょう。そうすることによって使命への決断を下すことができます。なるほど。今まではだまされてきたのです。これから残りの生涯、短いし1回限りの人生なので今までのような感覚、人生は2度と繰り返さないようにしましょう。それが使命です。使命のない人生、あるいは別の理由によって生きる人生などがクリスチャンの中にあります。なんとなく生きる人生、それこそが本当にかわいそうです。人間というものはだれひとり例外なく使命が与えられています。でも、キリストと出会うまではそれは埋もれたままです。キリストと出会った瞬間、ひとりひとり全員に使命を与えられます。それは2部の礼拝で申し上げますが、負担でも義務でも重荷でもありません。それこそ人間が人間らしく生きる唯一の方法です。使命です。2部礼拝でその使命の誤解を解きたいと思いますが、聖書の信仰の先輩や、それから、特にレムナントの7人の生涯を見るとあらゆることがありましたが、特徴は皆、自分なりに具体的な使命というものがありました。その使命によって人生が導かれ、その人生が左右され人生を貫いて歩いて行ったというのが彼らの人生のストーリーです。だから、使命がないまま生きるということは中身のない袋だけが歩くようなことです。パウロは告白しました。「キリスト・イエスと出会って、その救いの祝福がなにか分かったそのときから、私は天国に行くのが私の望みです。地上にいる理由がない。ただ地上にいる理由がひとつあるとすれば福音宣教のためです。教会に仕えるために使命のためであれば私は生きることもうれしい。それ以外には理由がありません」。それが使命です。だから、皆さん、涙のポイントが変わると人生を生きる理由をもうすでに私の中に入って来られた、私を愛して十字架にかけられ勝利の主となられたキリストであるイエス様を心から喜んで、イエスさまを信じる信仰によって生きるというのが使命です。これが生きる理由です。そして、キリストを知らないがゆえに滅びていく現場、苦しんでいる現場、答えがないままさまよっている現場に向かって、このキリストが宣べ伝えられる福音宣教のために私は生きていきますと言うのが使命です。この使命こそが人間が人間らしく生きる唯一の道であり、そして、これが最高の生きがいになります。家族のために、なにか自分の専門性のために突っ走って一緒に頑張っていることに生きがいを感じているかもしれません。でも、それは方向違いです。キリストと関わっている使命がそこに無ければそれは正しく生きることではありません。そして、本当の生きがいもそこから与えられることもありません。そして、使命の道を歩くというのが自分の人生を一番尊く、大事に生きる方法です。「使命というものはなんだろう。私とは関係ない」と思っていらっしゃる方々は、今申し上げましたことの反対のことを考えればよいです。皆さんがこの使命が何なのかを理解し、問題は決断です。「そうです。神様。私はこれから何があってもキリストを忘れることなく、キリストを握って歩いて行きます。そして、私の人生すべてをとおしてこのキリストが宣べ伝えられること、これに私は何をすればよいのでしょうか。私に対して神様がどのような計画を持っていらっしゃるのでしょうか。とにかく、福音宣教のために私の残りの生涯を生きていきます。捧げます。それこそが祝福だと分かっているので、それこそが人間だということが分かっているので」という決断の時に神様は皆さんの状況、環境、能力とは関係なく奇跡の門を開かれます。これが聖書の証拠です。以前にも申し上げましたが、事業をやっていらっしゃる方はそこで使命を決断してください。結果は神様がなさるわけですから、「この事業をとおして教会をとおして、福音宣教のために、レムナントのために神様、どうすればよいでしょうか」という思いを持ってやってください。ただ、一生懸命頑張ることはクリスチャンの生き方ではありません。正しい生き方でもありません。特に年をとっている日本人の方々は日本人のよい文化、価値観の一つなのですが、とにかくまじめに誠意をもって頑張ればそれが最善で最高だという価値観がありますが、クリスチャンのはそうではありません。使命が欠けている頑張り、努力、まじめさというものは神様には何の関係もありません。なんのために生きるのかというと使命のために生きるのです。人生とは何なのかというと使命そのものです。未信者でも間違っている内容であっても、「私はこういう使命をもって頑張ります」という人はなにかがあっても試練がやってきても貫いて行きます。正しい使命ではありませんが。でも、クリスチャンの方々がまったく間違っている内容でも使命などがありません。この時代に向かって、教会に対して、次の世代に対して、今滅びていく現場に向かって、偶像の文化に捕らわれている日本の社会を見ながらなにかの使命というものが芽生えないのでしょうか。涙がないからです。そのような使命がないまま一生懸命、勉強し良い大学を出たとしても、それは正しい人生ではありません。逆にかわいそうです。使命とは関係なく一生懸命、会社、勉強に励むのは逆にかわいそうです。人生そのものが使命です。なぜ私たちにその使命が伝わってこないのでしょうか。涙のポイントがずれているからです。なぜ涙のポイントがずれているのでしょうか。幸せに対して本当はイエス様がおっしゃっているように、救われたにもかかわらず自分の中では受け止めていらっしゃらないからです。そこを変えましょう。その刻印されているものを取りはがして変えていきましょう。それで、皆さんが涙の色を変え、涙のポイントを変え、涙を流すその場所を変えて残りの生涯、使命ある者として奇跡の主人公の道を歩んでいただきたいと思います。
まとめましょう。今週1週間、他のすべての理由、条件を全部崩して、イエス・キリストを信じて受け入れたこの一つの条件だけに絞って、その自分自身は今からこれから永遠に幸せな者、幸福者であるということを思いきり告白してください。それが告白できない場合は、キリストのことをよくよく考えて噛みしめてください。キリストから人生がなにか読み取れるようになります。私たちが考えているような人生が人生ではありません。その幸せが幸せではありません。イエス・キリストを信じて受け入れた自分自身が今の状況がどうなのかと関係なく、これから何がどう起こるかなどと関係なく、そのままで今から永遠に至るまで幸せな幸福者であるということを本当に告白する1週間であっていただきたいと思います。そして、その告白によって幸せを感じ、皆さんの涙のポイントがどこにあるのかということを素直に正直に吟味して点検するようにしてください。なにが皆さんの涙を誘っているのでしょうか。涙が正しく落ちる場所、定位置に落ちているのでしょうか。皆さんの涙の色はなんの色でしょうか。世の中の人の涙と同じカラーではないでしょうか。そこを吟味してください。そうすると、吟味すること自体が祝福なので、それから皆さんは変わります。そこから、もう答えの門が始まります。なにか結果を求めないでここをしっかり吟味してください。そうすると、神様から皆さんにすでに与えられた使命というものがあります。エリートの方はエリートがより霊的な問題が多いということを分かっていらっしゃるでしょう。だから、そこに対して使命を感じないといけません。皆さん、人生ストーリーを思い出してください。なぜそのようなことがあったでしょうか。そのようなことで悩んでさまよっている人が世の中にたくさんいるから使命を感じてください。「自分の人生はなぜこうだったのか」ではなくて、そこから使命を感じ取らないと、神様の使命を示される神の御声を聞かないといけません。それで神様からの使命に心の中心から応答するようにしていただきたいと思います。「もう私は足りないよ。これがだめです。あれが…」、関係ありません。イエス・キリストを信じている者であれば全員、使命者であり、使命を全うすることができます。神様がなさいます。問題は私たちがそこに目が開かれて涙のポイントをそこに移動して心から応答するかどうかです。「神様、残りの生涯、このままでずっと行くのではなく、使命をもって使命のためにこれから残りの生涯を生きていきます。神様。キリスト・イエス、福音宣教のために私になにを望んでいらっしゃるのでしょうか。私が何をすればよいのでしょうか。私はどこに役に立つべきでしょうか」と聞いてみてください。必ずあります。皆さんの辛い、暗いすべての経験が、弱さ、弱点、すべてが祝福に変わります。レムナント教会の小さなレムナントから年寄りの方々全員、涙のポイントが変わる祝福があることを祈りたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。私たちはキリスト、イエスによって救われ、イエス様がキリストだと告白する唯一の祝福された神の民です。どうかこれからクリスチャンに備えていらっしゃる祝福のために、正しい人生の生きがいのために涙のポイントを吟味して点検して変えることができるように御言葉をもって聖霊様がひとりひとりの心の中に働いてくださるようにお祈りいたします。そして、だまされないで本当に自由になって堂々と使命ある勝利の人生を歩くことができるように導いてください。神の御声に耳を傾けることができるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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